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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期

第１四半期累計期間
第13期

第１四半期累計期間
第12期

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日

売上高 (千円) 285,814 315,929 1,840,512

経常利益 (千円) 100,161 132,710 711,553

四半期(当期)純利益 (千円) 65,456 87,150 435,926

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 164,130 164,130 164,130

発行済株式総数 (株) 102,800 10,280,000 10,280,000

純資産額 (千円) 2,099,695 2,485,319 2,470,165

総資産額 (千円) 2,222,589 2,611,459 3,160,369

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 6.37 8.48 42.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7

自己資本比率 (％) 94.5 95.2 78.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．第12期第１四半期累計期間及び第12期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希

薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、第13期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

５．平成25年４月１日付にて普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

　

２ 【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。 　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当社はコンテンツメーカーとして、オリジナリティあふれるゲームコンテンツ及びサービスの創出を

行い、その魅力を様々な分野・プラットフォームを通じて世界中のお客様にお伝えすることに努めてお

ります。

当第１四半期累計期間の製品部門におきましては、東京ゲームショウにおいて日本ゲーム大賞フュー

チャー部門を受賞し、平成25年９月に発売したPlayStation®Vita及びPlayStation®3向けゲームソフト

「英雄伝説 閃の軌跡」の販売が継続しております。この「閃の軌跡」は平成25年12月に株式会社ソ

ニー・コンピュータエンタテインメント主催の「プレイステーション®アワード2013」においてユー

ザーにより選出される「ユーザーズチョイス賞」を受賞し、高い評価をいただいております。「閃の軌

跡」の続編で、平成26年に生誕10周年を迎えた「軌跡シリーズ」の記念タイトルである「英雄伝説 閃

の軌跡Ⅱ」を鋭意制作中でございます。

　また、イース生誕25周年記念作品である「イース セルセタの樹海」を「PlayStation®Vita the

Best」、軌跡シリーズ中屈指の人気を誇る「英雄伝説 碧の軌跡」を「PSP® the Best」シリーズとし

て、それぞれ平成25年10月に発売しました。

　その結果、製品部門の当第１四半期累計期間の売上高は139百万円（前年同期比10.3％減）となりま

した。

　
ライセンス部門におきましては、海外においてPCゲームの大手ダウンロード販売サイトであるSTEAM

での当社英語版ゲームソフトの販売が好調だった他、北米でPlayStation®Vita向けゲームソフト「イー

ス セルセタの樹海」の英語版を発売し、海外のユーザーにも好評を博しております。

　その結果、ライセンス部門の当第１四半期累計期間の売上高は176百万円（前年同期比35.4％増）と

なりました。

　

それらの結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高は315百万円（前年同期比10.5％増）、営業

利益は132百万円（前年同期比32.5％増）、経常利益は132百万円（前年同期比32.5％増）、四半期純利

益は87百万円（前年同期比33.1％増）となりました。
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(2) 財務状態の分析

(総資産)

当第１四半期会計期間末における総資産は、主に現金及び預金が591百万円増加したことに対し、売

掛金が1,109百万円減少したことにより2,611百万円（前事業年度末比17.3％減）となりました。

　
(負債)

当第１四半期会計期間末における負債は、主に買掛金が223百万円減少したこと、未払法人税等が278

百万円減少したことにより126百万円（前事業年度末比81.7％減）となりました。

　
(純資産)

当第１四半期会計期間末における純資産は、主に配当金の支払い71百万円があったことに対し、四半

期純利益を87百万円計上したことにより2,485百万円（前事業年度末比0.6％増）となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、86百万円であります。なお、当第１四半期累

計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,800,000

計 34,800,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,280,000 10,280,000
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株でありま
す。

計 10,280,000 10,280,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 10,280,000 ― 164,130 ― 319,363
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による

記載をしております。

　 　 　 平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,278,800
102,788 ―

単元未満株式 1,200 ― ―

発行済株式総数 10,280,000 ― ―

総株主の議決権 ― 102,788 ―
 

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

　　(注) 当第１四半期会計期間において、単元未満株式の買取請求により、自己株式33株を取得したた

め、平成25年12月31日現在の単元未満自己株式数は33株であります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(退任役員)

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ビジネスユニット本部長 阿部　敬史 平成25年12月31日

監査役 ― 西田　雅彦 平成25年12月31日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,835,343 2,427,155

売掛金 1,198,438 89,039

製品 4,449 2,071

原材料 5,878 5,580

その他 49,061 19,440

流動資産合計 3,093,170 2,543,288

固定資産

有形固定資産 8,460 8,505

無形固定資産 9,007 9,307

投資その他の資産 49,730 50,358

固定資産合計 67,199 68,171

資産合計 3,160,369 2,611,459

負債の部

流動負債

買掛金 233,908 10,431

未払法人税等 297,420 19,390

賞与引当金 21,000 3,750

その他 137,875 92,567

流動負債合計 690,204 126,139

負債合計 690,204 126,139

純資産の部

株主資本

資本金 164,130 164,130

資本剰余金 319,363 319,363

利益剰余金 1,986,672 2,001,862

自己株式 － △36

株主資本合計 2,470,165 2,485,319

純資産合計 2,470,165 2,485,319

負債純資産合計 3,160,369 2,611,459
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
 至 平成24年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
 至 平成25年12月31日)

売上高 285,814 315,929

売上原価 42,687 37,623

売上総利益 243,127 278,305

販売費及び一般管理費 143,465 146,300

営業利益 99,661 132,005

営業外収益

未払配当金除斥益 499 704

営業外収益合計 499 704

経常利益 100,161 132,710

税引前四半期純利益 100,161 132,710

法人税、住民税及び事業税 21,113 18,430

法人税等調整額 13,591 27,129

法人税等合計 34,704 45,559

四半期純利益 65,456 87,150
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【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期累計期間に係る四半

期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費は、

次のとおりであります。

　

　
前第１四半期累計期間

(自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 1,726千円 1,385千円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日)

 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月19日
定時株主総会

普通株式 51,400 500 平成24年９月30日 平成24年12月20日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月19日
定時株主総会

普通株式 71,960 7 平成25年９月30日 平成25年12月20日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

前第１四半期累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日)及び当第１四半期累計期間(自 

平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

当社は、ゲーム開発・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第１四半期累計期間

(自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 6円37銭 8円48銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 65,456 87,150

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 65,456 87,150

    普通株式の期中平均株式数(株) 10,280,000 10,279,993
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期累計期間は希薄化効果を有する潜在

株式が存在しないため、当第１四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

   ２．平成25年４月１日付にて普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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三優監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   古   藤   智   弘   印

業務執行社員 　公認会計士   坂   下   藤   男   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月12日

日本ファルコム株式会社

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本ファルコム株式会社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの第13期事業年度の第１四半期会計期

間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本ファルコム株式会社の平成25年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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